
































５月１３日（火） ３年選択 マーケティング 

 

 

 

 

 

 

創業50年の地域密着型パン屋をモデルに、競合店の進出や高齢化による売上低下といった経

営課題を設定。マーケティングの4P（製品・価格・流通・プロモーション）の視点から課題を分析し、

新商品の開発や広報戦略の立案に取り組む形で授業を展開しました。 

各班は、ターゲット設定や販売促進手法、商品設計の根拠などを整理し、スライドを用いてプレ

ゼンテーションを実施。「高齢者にも食べやすいパンの開発」「SNSによる情報発信」「地域と連携

した販促イベント」など、実社会を見据えた提案が多く見られました。 

仮想事例を通じて現実のマーケティング課題に触れることで、知識の定着に加え、論理的思考

力や課題解決力の向上にもつながる内容となっています。 

 



情報Ⅰの授業で「ITパスポート」に全員で挑戦！ 

 

 

 

 

本校では、情報社会に必要な知識と技術を身につけることを目的に、80回生の1

年生全員を対象とした「情報Ⅰ」の授業において、国家試験「ITパスポート」の学習
に取り組んでいます。 
ITパスポートは、経済産業省が所管する情報処理技術者試験の一つで、ITに加

えて経営・マネジメントなど幅広い知識が問われる国家資格です。 
この試験は、文部科学省と経済産業省が連携してデジタル人材の育成を推進す

る取り組みの一環として位置づけられており、今後の進学や社会で活躍するために
必要な力を養うものです。 

本校ではその意義をふまえ、1年生全員がITパスポート試験を受験します。 
生徒たちは授業を通して体系的に知識を習得し、情報活用能力と論理的思考力

を育みながら、国家資格の取得に向けて主体的に学習に取り組んでいます。 
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